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文
部
科
学
省
は
４
月
17
日
、
令
和
６
年
度
「
科
学

技
術
分
野
の
文
部
科
学
大
臣
表
彰
」
表
彰
式
を
文
科

省
３
階
講
堂
で
執
り
行
っ
た
。

同
表
彰
は
、
科

学
技
術
に
携
わ
る

者
の
意
欲
の
向
上

を
図
り
、
日
本
の

科
学
技
術
の
水
準

向
上
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し

て
、
科
学
技
術
に

関
す
る
研
究
開
発
、

理
解
増
進
等
に
お

い
て
顕
著
な
成
果
を
お
さ
め
た
者
を
表
彰
す
る
も
の
。

表
彰
式
で
は
、
は
じ
め
に
盛
山
正
仁
文
科
大
臣
が

挨
拶
し
「
皆
様
は
国
民
生
活
を
支
え
る
技
術
開
発
や
、

独
創
的
な
研
究
、
研
究
開
発
の
推
進
に
寄
与
す
る
高

度
な
技
術
的
貢
献
な
ど
顕
著
な
成
果
を
挙
げ
ら
れ
た
。

皆
様
の
日
頃
の
ご
研
鑽
と
ご
努
力
に
対
し
て
深
く
敬

意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
本
日
の
受
賞
を
励
み
に
さ

ら
な
る
挑
戦
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
」

と
受
賞
者
を
祝
し
た
。
ま
た
、
「
科
学
技
術
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
は
、
未
来
を
切
り
開
く
新
た
な
力
を
生
み

出
す
源
泉
だ
。
文
科
省
で
は
若
手
研
究
者
の
支
援
を

は
じ
め
、
科
学
技
術
人
材
の
裾
野
の
拡
大
と
、
才
能

の
更
な
る
伸
長
の
た
め
の
取
組
を
進
め
る
と
と
も
に

学
術
研
究
、
基
礎
研
究
の
一
層
の
振
興
を
図
る
。
ま

た
、
研
究
成
果
を
社
会
に
実
装
す
る
た
め
の
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
創
出
強
化
を
図
っ
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

次
に
、
盛
山
文
科
大
臣
か
ら
科
学
技
術
賞
の
開
発

部
門
22
件
（
85
名
）
、
研
究
部
門
51
件
（
59
名
）
、

科
学
技
術
振
興
部
門
５
件
（
８
名
）
、
技
術
部
門
９

件
（
20
名
）
、
理
解
増
進
部
門
９
件
（
18
名
）
、
若

手
科
学
者
賞
１
０
０
名
、
研
究
支
援
賞
７
件
（
８

名
）
の
各
代
表
者
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

最
後
に
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
東
京
工
業
大
学
の

関
口
仁
子
教
授
（
研
究
部
門
受
賞
者
代
表
）
が
自
身

の
研
究
に
言
及
す
る
と
と
も
に
「
科
学
技
術
分
野
の

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
る
こ
と
は
、
私
ど
も
研

究
、
技
術
開
発
、
ま
た
教
育
に
携
わ
る
者
に
と
っ
て

大
変
光
栄
な
こ
と
で
あ
り
、
今
後
そ
れ
ぞ
れ
の
道
に

精
進
し
て
い
く
う
え
で
大
き
な
励
み
と
な
る
。
現
在
、

先
の
読
め
ぬ
国
内
外
の
情
勢
、
気
候
変
動
等
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
直
面
す
る
私
た
ち
だ
が
、
我
が
国
に
は

長
い
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
た
叡
智
、
確
か
な
技
術
、

そ
し
て
そ
れ
を
育
む
経
験
と
力
が
あ
る
と
私
自
身
は

思
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
崩
さ
ず
維
持
し
発
展
さ
せ
、

後
進
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
今
後
と
も
精
進
す
る
所

存
で
あ
る
。
ま
た
、
今
年
度
は
若
手
科
学
者
賞
と
し

て
１
０
０
名
の
方
が
受
賞
し
て
い
る
。
こ
の
方
々
を

含
む
才
能
豊
か
な
人
材
が
育
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

我
が
国
の
科
学
技
術
水
準
が
向
上
し
て
い
く
こ
と
を

強
く
願
う
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

挨拶を述べる盛山文科大臣

盛山大臣はじめ、藤原章夫次官ら文科省幹部が出席した表彰式（文科省３階講堂）

東
工
大
の
関
口
教
授
が
代
表
謝
辞

令
和
６
年
度「
科
学
技
術
分
野
の
文
部
科
学
大
臣
表
彰
」表
彰
式

科学技術賞研究部門代表の
関口氏㊧（東京工業大学教授）

若手科学者賞代表の野々村
恵子氏㊧（京都大学教授）

研究支援賞代表の押川浩之
氏㊧（東京大学技術専門職員）




